
保育実践につながる「場」としての造形ワークショップ

江村和彦

1．はじめに

幼稚園・保育園での子どもたちの生活の中で造形表現活動は、身体的表現、音楽的表現と並び

重要な位置を占めている。幼稚園教育要領・保育所保育指針の「表現」のねらいでも「感じたこ

とや考えたことを自分なりに表現することを通して、豊かな感性や表現する力を養い、創造性を

豊かにする｡」と示されている。子どもたちが自然や身の回りの出来事に心を動かされ、その感動

や思いは歌ったり、体を動かしたり、絵を描くなどの表現行為として現れる。保育者は子どもた

ちの表現行為を認め、適確に援助することが求められている。しかし、様々な経験や造形技能を

踏まえた上での援助が出来るようになるには、保育者養成の短期大学・大学・専門学校での造形

表現の授業を受けている程度では到底及ばない。また学生は高等学校までに図画工作や美術から

遠ざかったことや、評価を気にする余り消極的になり、やがて苦手と思うようになってしまうこ

ともある。保育者養成校での造形表現の授業でも製作において見本などを模倣したり、同じ動物

のものを作ったり創造性、積極性に欠ける傾向が見られる。仮に評価のない開放された表現活動

を楽しむところから工作・描画活動・造形を捉えることができれば、造形表現をより意欲的に取

り組めるのではないか。その観点から「ワークショップ」という活動の場が学生自身の造形表現

能力の向上や表現する行為そのものに関心を持つきっかけになると考える。本研究では造形に関

わるワークショップが、参加した学生たちにとって造形的技能の向上だけでなく、子どもたちの

創作活動を導き、表現活動を援助する力を育てる場としてどのように機能しているか、実践事例

をもとに検討していきたい。

2．学生の造形に対する意識

（1）実習での造形活動アンケート

幼稚園実習での子どもたちとの関わりの中で主に造形に関するアンケートを行なった。2回の

アンケート調査から子どもたちとの造形活動の中で大学生に必要な事は何かを探りたい。
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